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■
地
場
産
業
会
館
設
置
及
び
管

理
条
例
中
改
正

　
地
場
産
業
会
館
の
開
館
時
間

を
変
更
す
る
た
め
、本
条
例
を
改

正
す
る
。

　
　　　

■
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
廃
止

　
■
下
九
一
色
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
廃
止

　　　　
■
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　
富
士
川
病
院
併
設
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、

議
会
の
議
決
が
必
要
な
た
め
の

協
議
。

　
■
峡
南
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議

　
峡
南
衛
生
組
合
の
議
会
議
員

定
数
の
削
減
に
伴
い
、議
会
の
議

決
が
必
要
な
た
め
の
協
議
。

■
職
員
給
与
条
例
中
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、各
種
手

当
て
を
改
定
す
る
た
め
、職
員
給

与
条
例
を
改
正
す
る
。

　■
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
火
災
予

防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
施
行
に
伴
い
、本
条
例
を
改

正
す
る
。

　■
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
本
町
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
・

出
動
報
酬
を
改
定
す
る
た
め
、本

条
例
を
改
正
す
る
。

　■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
設
置
及

び
管
理
条
例
中
改
正

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
路

線
を
見
直
す
た
め
、本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

　■
行
政
手
続
条
例
中
改
正

　
行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
等

に
と
も
な
い
、聞
き
と
り
の
通
知

の
方
式
等
に
つ
い
て
改
正
す
る

た
め
、本
条
例
を
改
正
す
る
。

■
市
川
三
郷
町
自
転
車
等
の
放

置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
制
定

　

公
共
の
場
所
に
お
け
る
自
転

車
等
の
放
置
を
防
止
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
。

　
■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定

　
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被

害
の
早
期
の
回
復
又
は
軽
減
及

び
生
活
の
再
建
や
権
利
・
利
益

の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
を
推
進
す

る
た
め
、本
条
例
を
制
定
す
る
。

　
■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
条
例

制
定

　
未
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
す
る
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
、本
条
例
を
制

定
す
る
。

　
■
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
た
め
、本
条
例
を
制
定
す
る
。
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３月３日～１３日３月３日～１３日

条
例
制
定 

（
４
件
）

条
例
改
正 

（
６
件
）

条
例
廃
止 

（
２
件
）

そ
の
他 

（
２
件
）

令和８年３月令和８年３月定例会
　令和８年第１回（３月）定例会は、３月３日から13日まで予備日と休会日を含め11日間
にわたり開催されました。
　今定例会では、条例制定、条例改正、令和７年度補正予算、令和８年度当初予算な
ど40件が提出され、すべての案件が原案のとおり可決されました。

条例の制定・改正・廃止、その他議案の可決内容条例の制定・改正・廃止、その他議案の可決内容



❸ いちかわみさと議会だより

2月10日開催2月10日開催

臨時会

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）

　

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
及
び
山
梨
物
価
高
対
応
子
育

て
応
援
特
別
給
付
金
事
業
に
係

る
専
決
。

　
■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
８
号
）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る

専
決
。

　　　　
■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
９
号
）

　

町
民
生
活
応
援
特
別
給
付
金

事
業
等
に
係
る
補
正
。

　
■
令
和
７
年
度
温
泉
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

み
た
ま
の
湯
ろ
過
器
交
換
工

事
に
係
る
補
正
。

専
決
処
分 

（
２
件
）

専
決
処
分 

（
２
件
）

補
正
予
算 

（
２
件
）

補
正
予
算 

（
２
件
）

　令和８年第１回臨時会は、２月１０日に開催されました。
　臨時会では、昨年末に逝去された故東研一氏に代わる峡南衛生組合議会議員の選
挙のほか、専決処分２件と補正予算２件が提出され、すべての案件が原案のとおり承認
・可決されました。

審議結果審議結果
■専決処分の承認（2件）■専決処分の承認（2件）

　
【
反
対
討
論
】　
一
瀬
広
朗

　

臨
時
交
付
金
の
事
業
者
支
援
の
対

象
が
一
部
の
事
業
者
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
公
平
性
に
欠
け
る
。
限
定
的

な
事
業
者
支
援
は
せ
ず
、
通
信
運
搬

費
、
業
務
委
託
料
、
給
食
費
無
償
化

や
電
力
高
騰
補
助
に
交
付
金
を
分
配

す
る
の
で
は
な
く
町
民
一
人
当
た
り

１
５
０
０
０
円
の
支
援
金
と
す
べ
き
。

　
【
反
対
討
論
】　
一
瀬
広
朗

　

臨
時
交
付
金
の
事
業
者
支
援
の
対

象
が
一
部
の
事
業
者
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
公
平
性
に
欠
け
る
。
限
定
的

な
事
業
者
支
援
は
せ
ず
、
通
信
運
搬

費
、
業
務
委
託
料
、
給
食
費
無
償
化

や
電
力
高
騰
補
助
に
交
付
金
を
分
配

す
る
の
で
は
な
く
町
民
一
人
当
た
り

１
５
０
０
０
円
の
支
援
金
と
す
べ
き
。

　
【
賛
成
討
論
】　
丹
澤　
孝

　

町
民
対
象
の
生
活
者
支
援
は
、
柔

軟
に
対
応
可
能
な
現
金
給
付
を
選
択

し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
事
業
者
支

援
の
対
象
は
地
域
医
療
や
子
育
て
等
、

町
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
で
あ
る
。

交
付
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
早
急
な

支
援
策
の
実
施
を
求
め
る
。

　
【
賛
成
討
論
】　
丹
澤　
孝

　

町
民
対
象
の
生
活
者
支
援
は
、
柔

軟
に
対
応
可
能
な
現
金
給
付
を
選
択

し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
事
業
者
支

援
の
対
象
は
地
域
医
療
や
子
育
て
等
、

町
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
で
あ
る
。

交
付
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
早
急
な

支
援
策
の
実
施
を
求
め
る
。

一般会計補正予算（第７号）一般会計補正予算（第７号）

一般会計補正予算（第８号）一般会計補正予算（第８号）

承認承認 全会一致全会一致

承認承認 全会一致全会一致

一般会計補正予算（第９号）一般会計補正予算（第９号）

温泉事業特別会計補正予算（第１号）温泉事業特別会計補正予算（第１号）

一般会計補正予算
（第９号）

一般会計補正予算
（第９号）

○：賛成
×：反対
○：賛成
×：反対

×× ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ××

可決可決 賛成多数賛成多数

可決可決 全会一致全会一致

討　論討　論

採決結果採決結果

結果結果

■補正予算（２件）■補正予算（２件） 結果結果

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）　

↓
可
決

一
瀬
　
広
朗

諏
訪
　
桂
一

一
之
瀬
滋
輝

依
田
　
十
造

新
津
　
千
吉

秋
山
　
豊
彦

齋
藤
　
美
佐

丹
澤
　  

孝

小
川
　
好
一

〈
議
長
〉

髙
尾
　  

貫

笠
井
　
雄
一

松
野
　
清
貴

一
瀬  

　
正

※議長は採決には参加しません

令和８年第1回令和８年第1回

採決1

採決1



※1 地域経済循環創造事業費補助金事業
民間による地域課題の解決、地域資源の活
用、雇用創出、地域経済の活性化を進めるた
めに民間事業者の創業を支援する事業。

※2 いきいき健康ウォーク事業
ウォーキング歩数に応じてポイントを付与
し、獲得ポイントにより町内商店で活用でき
る買い物券を贈呈する事業。18歳以上の町
民が対象。

※3 創業支援補助金事業
町内での創業を促進
するため、商工会で
の創業スクール修
了者を対象に起業
支援する事業。

■主な新規事業

■公営企業会計

■特別会計（45億1075万円）を含めた総額（144億1548万円）の状況

❹令和8年5月1日 発行　第83号

会　計　名

一　般　会　計

特 

別 

会 

計

一般会計と特別会計の合計

国民健康保険【事業勘定】

国民健康保険【直営診療所勘定】 

介護保険 

温泉事業 

後期高齢者医療 

その他　6会計 

 99億 473万円

 17億 2254万円

1100万円

 23億 3312万円

5108万円

 3億 6125万円

3176万円

144億 1548万円

 7億 8674万円

▲548万円

▲295万円

1092万円

1000万円

3822万円

89万円

 8億 3834万円

68.7%

12.0%

0.1%

16.2%

0.4%

2.5%

0.2%

100.0%

8.6%

▲0.3%

▲21.1%

0.5%

24.3%

11.8%

－　　

6.2%

予算額 構成比 前年度比（金額・増減率）

会　計　名

公
営
企
業
会
計

上水道事業

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

戸別浄化槽整備推進事業

 1億 9110万円

 2億 3836万円

 7億 9346万円

  2778万円

  1076万円

470万円

▲8万円

7948万円

▲167万円

37万円

2.5%

▲0.03%

11.1%

▲5.7%

3.6%

予算額 前年度比（金額・増減率）

地域経済循環創造事業費補助金事業（※1） 

公共ライドシェア事業 

三珠保育所LED化事業 

いきいき健康ウォーク事業（※2） 

洪水ハザードマップ更新事業 

管内小中学校屋内運動場冷暖房設備整備事業 

創業支援補助金事業（※3） 

乳児等通園支援事業 

5000万円

2772万円

1185万円

950万円

904万円

451万円

300万円

275万円

新規事業

99億473万円を可決99億473万円を可決 前年度比8.6%増



町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
入湯税

町税内訳
7億2489万円
7億4619万円
6755万円
8269万円
3820万円

❺ いちかわみさと議会だより

自
主
財
源

依
存
財
源

16.8% 16.0%

30.4%

10.7%

2.8%
1.6%

1.0%

10.2%

17.3%

9.0%

0.7%0.7%

0.3%0.3%

40.7%

9.0%

5.5%

2.8%

8.3%

6.1%

8.5%

0.8%
0.8%
0.9%

町税（16億5953万円）

繰入金・繰越金
 （8億3853万円）
分担金及び負担金
 （7990万円）
使用料及び手数料
 （7767万円）

地方交付税
 （40億2724万円）

国庫支出金
 （8億9317万円）

県支出金
 （6億249万円）

その他交付金
 （5億4110万円）

寄付金 （2億8000万円）

町債 （8億1890万円）

諸収入等 （8620万円）

□地方交付税
地方公共団体間の財政の不
均衡を調整し、どの地域に住
む国民にも一定の行政サー
ビスを提供できるよう財源
を保障するためのもので、地
方の固有財源です。

□国庫支出金
国と地方公共団体の経費負
担区分に基づき、国が地方
公共団体に対して支出する
負担金、委託費、補助金等で
す。

□町債（地方債）
地方公共団体が資金調達の
ために負担する債務で、その
返済が一会計年度をこえて
行われるものです。

議会費（6470万円）
・議会運営費など

（前年度比3.8％減）

町民一人あたり 4,563円

総務費（15億8861万円）
・交通安全、防災などの安全対策費
・広報活動、庁舎の管理など

（前年度比3.6％増）

町民一人あたり 112,039円

民生費（30億1441万円）
・子育てに関する仕事、保育園の運営費
・小児医療、高齢者福祉、障がい者福祉など

（前年度比0.5％減）

町民一人あたり 212,597円

衛生費（10億5665万円）
・環境保全、疫病予防、健康増進など
・ゴミを集めたり処理するための費用など

（前年度比0.4％減）

町民一人あたり 74,522円

農林水産業費（2億7510万円）
・農業や林業の振興と整備など

（前年度比1.2％増）

町民一人あたり 19,402円

商工費（1億5796万円）
・商工業や観光の振興など

（前年度比47.2％増）

町民一人あたり 11,140円

土木費（8億9459万円）
・道路の新設や改修、河川整備
・町営住宅の管理など

（前年度比14.7％増）

町民一人あたり 63,093円

消防費（9834万円）
・消防施設整備など

（前年度比7.6％増）

町民一人あたり 6,935円

教育費（10億905万円）
・小中学校の校舎などの整備や運営
・公民館やスポーツ施設の整備や運営

（前年度比21.1％増）

町民一人あたり 71,165円

諸支出金等（3152万円）
・各種基金の積立など

（前年度比67.0％増）

町民一人あたり 2,223円

公債費（17億1382万円）
・借りたお金を返すための費用

（前年度比29.6％増）

町民一人あたり 120,870円

歳入 歳出99億 473万円 99億 473万円

一 般 会 計

令和８年度 一般会計当初予算一般会計当初予算
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常任委員会 報告常任委員会 報告常任委員会 報告常任委員会 報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します 総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

開催日 3月6日開催日 3月6日

問
　
準
備
の
状
況
と
利
用
料
金
は

子
育
て
支
援
課
長
　
１
園
か
ら
申
請

希
望
が
あ
り
、３
月
に
審
査
を
行
い
、

認
可
を
判
定
す
る
。利
用
料
は
１
時

間
あ
た
り
３
０
０
円
で
あ
る
。

問
　
防
犯
な
ど
廃
止
施
設
の
管
理
は

総
務
課
長
　
防
犯
上
の
管
理
は
現
状

と
同
等
に
行
い
、外
回
り
は
職
員
等

で
定
期
的
に
草
刈
り
等
を
行
う
。

 

〔
民
生
費
県
負
担
金
〕

問
　
子
ど
も
の
た
め
の
負
担
金
が
大

き
く
減
額
し
た
理
由
は

子
育
て
支
援
課
長
　
当
初
予
算
で
は

96
名
分
を
見
込
み
予
算
計
上
し
た

が
、実
績
が
42
名
で
あ
っ
た
た
め
。

 

〔
老
人
福
祉
費
〕

問
　
百
歳
祝
い
金
の
減
額
理
由
は

福
祉
課
長　
当
初
33
名
の
支
給
を
予

定
し
て
い
た
が
実
績
が
19
名
で
あ
っ

た
た
め
。

 

〔
民
生
使
用
料
〕

問
　
つ
む
ぎ
の
湯
な
ど
の
使
用
料
を

予
算
計
上
し
な
い
理
由
は

い
き
い
き
健
康
課
長
　
４
月
以
降
休

止
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、営
業
を

行
わ
な
い
た
め
予
算
計
上
し
な
い
。

 

〔
借
換
債
〕

問
　
多
額
の
借
換
債
の
理
由
は

財
政
課
長
　
過
去
の
起
債
が
本
年
度

償
還
を
迎
え
借
換
え
す
る
も
の
で
、

当
初
の
計
画
通
り
の
措
置
。

〔
一
般
管
理
費
〕

問
　
入
札
談
合
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

の
見
通
し
は

総
務
課
長
　
２
月
に
裁
判
所
か
ら
双

方
に
和
解
案
が
示
さ
れ
た
の
で
、早

け
れ
ば
夏
、遅
く
も
秋
に
は
和
解
が

成
立
す
る
予
定
。

 

〔
政
策
推
進
費
〕

問
　
地
域
活
性
化
企
業
人
事
業
の
具

体
的
な
運
営
内
容
は

政
策
推
進
課
長
　
２
名
の
企
業
人
を

総
務
課
の
広
報
係
に
配
属
し
、町
の
情
報

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
で
発
信
し
Ｐ
Ｒ
す
る
。

 

〔
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
費
〕

問
　
投
票
所
と
ポ
ス
タ
ー
掲
示
所
の

集
約
へ
の
取
り
組
み
は

総
務
課
長
　
今
年
度
の
町
議
会
議
員

選
挙
か
ら
投
票
所
を
集
約
し
、そ
れ

に
伴
い
ポ
ス
タ
ー
掲
示
所
も
集
約
す

る
。

 

〔
地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
〕

問
　
増
額
の
理
由
と
事
業
戦
略
は

政
策
推
進
課
長
　
２
名
分
を
追
加

し
、３
名
分
の
予
算
を
計
上
し
た
。

耕
作
放
棄
地
や
農
家
の
後
継
者
不
足

へ
の
対
応
と
し
て
新
規
就
農
者
を
都

市
部
か
ら
迎
え
入
れ
た
い
。

  

〔
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
費
〕

問
　
補
助
金
の
使
い
道
は

政
策
推
進
課
長
　
春
の
ぼ
た
ん
の
花

ま
つ
り
、夏
の
神
明
の
花
火
大
会
、秋

の
は
ん
こ
日
本
一
六
郷
の
里
秋
ま
つ

り
に
対
す
る
補
助
金
に
な
る
。

 

〔
企
画
費
〕

問
　
移
住
定
住
関
係
の
補
助
金
に
所

得
制
限
は
あ
る
の
か

政
策
推
進
課
長
　
若
者
定
住
促
進
住

宅
補
助
金
は
町
独
自
事
業
で
所
得
制

限
を
設
け
て
い
な
い
が
、結
婚
新
生

活
支
援
事
業
補
助
金
は
県
の
事
業
で

５
０
０
万
円
の
所
得
制
限
が
あ
る
。

 

〔
つ
む
ぎ
の
湯・い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
費
〕

問
　
休
館
中
の
管
理
方
法
は

い
き
い
き
健
康
課
長
　
譲
渡
に
向
け

た
手
続
き
や
施
設
管
理
の
た
め
、い

き
い
き
健
康
課
で
管
理
す
る
。

 

〔
社
会
福
祉
施
設
費
〕

問
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
日
常
の

管
理
は

い
き
い
き
健
康
課
長
　
峡
南
５
町
が

事
業
委
託
し
て
い
る
峡
南
圏
域
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
が
常
駐
し
、

管
理
し
て
い
る
。

 

〔
予
防
費
〕

問
　
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

用
品
助
成
金
の
対
象
人
員
は

い
き
い
き
健
康
課
長
　
ウ
イ
ッ
グ
が

６
件
、乳
房
用
補
正
下
着
が
２
件
、人

工
乳
房
が
２
件
分
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

問
　
補
助
金
が
な
く
な
っ
た
場
合
は

い
き
い
き
健
康
課
長
　
申
請
の
早
い

順
で
支
給
す
る
も
の
で
は
な
く
、補

助
金
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
補
正
予

算
を
計
上
し
対
応
す
る
。

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算



❼ いちかわみさと議会だより

常任委員会 報告常任委員会 報告常任委員会 報告常任委員会 報告

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

公
共
施
設
等
の
整
備・運
営
に
、民
間
の

資
金
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、効
率

的
か
つ
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
事
業
で
、市
川
三
郷
町
で

は
、令
和
８
年
度
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導

入
可
能
性
調
査
を
本
格
的
に
行
い
ま
す
。

教育土木常任委員会教育土木常任委員会
開催日 ３月10日開催日 ３月10日

問　

見
舞
金
額
の
状
況
は

防
災
交
通
課
長　

他
市
町
村
の
状
況

を
確
認
し
、遺
族
見
舞
金
30
万
、重
傷

病
者
見
舞
金
10
万
円
と
決
定
し
た
。

問　

災
害
の
場
合
、１
回
に
つ
き
４

時
間
未
満
４
０
０
０
円
、４
時
間
以

上
８
０
０
０
円
と
の
こ
と
だ
が
、数

日
続
く
よ
う
な
時
は

防
災
交
通
課
長　

一
日
を
１
回
と
す

る
。

  

〔
農
業
土
木
費
〕

問　

用
排
水
施
設
等
整
備
事
業
負
担

金
６
３
６
０
万
円
は
ど
の
よ
う
な
内

容
か

建
設
課
長　

更
新
工
事
費
と
し
て
大

同
排
水
機
場
に
４
３
２
０
万
、大
塚

揚
水
機
場
に
２
０
４
０
万
円
計
上
す

る
も
の
。

 

〔
安
全
安
心
対
策
費
〕

問　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
委

託
料
に
つ
い
て
改
修
の
ポ
イ
ン
ト
は

防
災
交
通
課
長　

新
た
に
県
が
管
理

す
る
15
の
中
小
河
川
で
想
定
浸
水
深

が
公
表
さ
れ
た
の
で
、現
在
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
重
ね
合
わ
せ
て

作
成
す
る
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
完
成
後
の
住

民
へ
の
説
明
会
は

防
災
交
通
課
長　

全
戸
配
布
後
、説

明
会
を
行
う
予
定
。

問　

駅
や
学
校
の
体
育
館
等
に
想
定

浸
水
深
を
示
す
看
板
の
設
置
は

防
災
交
通
課
長　

駅
へ
の
設
置
は
先

進
事
例
等
を
確
認
し
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ

と
の
協
議
も
検
討
し
て
い
く
。

教
育
総
務
課
長　

視
覚
的
に
わ
か
り

や
す
く
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
の

で
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
際
に
可

能
か
調
査
し
て
い
く
。

問　

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
費
３
０

０
万
円
は
前
年
度
と
同
額
だ
が
、本

年
度
は
ど
の
よ
う
な
工
事
に
な
る
か

防
災
交
通
課
長　

電
気
料
が
高
い
水

銀
灯
の
工
事
を
し
て
い
る
。町
内
に

残
る
水
銀
灯
86
基
を
改
修
す
る
予
定
。

併
せ
て
、蛍
光
灯
が
切
れ
た
箇
所
に

つ
い
て
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

く
。

 

〔
文
化
資
料
館
管
理
費
〕

問　

歌
舞
伎
文
化
公
園
や
ふ
る
さ
と

資
料
館
を
積
極
的
に
宣
伝
で
き
る
と

良
い
が
、ど
う
考
え
る
か

産
業
振
興
課
長　

農
道
沿
い
の
桜
や

牡
丹
園
と
併
せ
て
宣
伝
の
仕
方
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
。

 

〔
教
育
費
〕

問　

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
冷
暖
房

設
備
設
計
委
託
料
の
対
象
は
ど
の
学

校
か

教
育
総
務
課
長　

市
川
中
学
校
の
体

育
館
を
現
在
考
え
て
い
る
。

 

〔
保
健
体
育
振
興
費
〕

問　

日
本
体
育
大
学
連
携
交
流
事
業

負
担
金
３
９
０
万
円
の
使
途
は

生
涯
学
習
課
長　

学
生
及
び
指
導
者

の
交
通
費・宿
泊
代・滞
在
時
昼
食
代

等
に
充
て
る
。

問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
効
果
は

産
業
振
興
課
長　

み
た
ま
の
湯
の
指

定
管
理
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、

総
務
省
の
人
材
派
遣
事
業
を
活
用
し

て
い
る
。今
後
、施
設
の
大
規
模
改
修

が
必
要
に
な
る
が
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

よ
り
、民
間
資
金
を
活
用
し
て
十
分

な
整
備
等
が
行
え
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正



議 員 名 質 問 内 容 議 員 名 質 問 内 容

❽令和8年5月1日 発行　第83号

一般質問の項目一般質問の項目
令和８年３月議会１０人の議員が質問令和８年３月議会１０人の議員が質問
インターネットから会議録も閲覧可能です。どうぞご覧ください。▶▶▶インターネットから会議録も閲覧可能です。どうぞご覧ください。▶▶▶

※作業工程により、今号発行日（５月１日）に最新の会議録に更新できていない場合がありますがご了承ください。

１．本町の交通空白区の更なる解消に向けて
２．孤立者・孤独者(死)を無くす対策は
３．第２期過疎地域持続的発展計画について
４．土地開発基金管理状況と関係課が保有して
　　いる土地処分の考えは

１．町道落居黒沢狩山田線一部道路区域の最終
　　結果について
２．ケアラーとヤングケアラーの実態と対応に
　　ついて

１．つむぎの湯の存続と民間譲渡募集の結果に
　　ついて
２．北線通りと文教通りの拡幅計画での商店街
　　活性化策について
３．公共施設を使っての交流会や、学び合う催
　　しなどの高齢者支援策について
４．若者に移り住んでもらうための魅力ある若
　　者支援策について
５．どんど焼き中止の行政指導による役場の対
　　応策について
６．物価高に対する町独自の支援策について

１．今後の公民館運営と地域コミュニティのあ
　　り方について
　（１）地区公民館の運営費および管理費
　（２）公民館使用料の妥当性と減免基準
　（３）地区公民館主事の配置体制
　（４）公民館の施設管理と老朽化対策
　（５）今後の地域コミュニティと公民館のあ
　　　　り方
　（６）地区公民館の将来像と具体的な整備計
　　　　画

１．財政非常事態宣言について
２．財源確保について
３．みたまの湯の納入金について
４．防災行政無線について
５．峡南医療センターの赤字補填について
６．官製談合事件に係る損害賠償請求について

１．地域公共交通計画の推進について
　（１）現在の進捗状況と令和８年度の予定
　（２）コミュニティバス六郷線の延伸
　（３）地域循環型バス
２．町民の健康長寿の推進について
　（１）市川三郷町町健康革命事業
　（２）ニードスポーツセンターの利用者対応

髙尾　貫 議員

笠井 雄一 議員

一瀬　正 議員

依田 十造 議員

秋山 豊彦 議員

一之瀬 滋輝
　　　　　　 議員

諏訪 桂一 議員

新津 千吉 議員

一瀬 広朗 議員

齋藤 美佐 議員

１．観光振興について
　（１）誘客のための環境整備
　（２）牡丹園の整備
　（３）地場産業との連携
　（４）教育・文化振興策

１．つむぎの湯閉鎖について
　（１）利用者や高齢者から継続の声を無視し
　　　　た閉鎖
　（２）閉鎖までの行政努力とトップセールス
　（３）民間が出来ない事業を行政が運営する
　　　　意味
2．黒沢狩山田線の閉鎖解除後について
　（１）通行止めは昨年やっと解除されたが障
　　　　害物の撤去
　（２）地権者が主張する私有地に対し行政の
　　　　対応
　（３）町道として道路交通法が適用されない
　　　　理由
3．損害賠償請求の経過について
　（１）和解について検討された結果
　（２）損害賠償の請求経過と今後の見通し
4．児童・生徒のいじめ問題について
　（１）深刻ないじめ問題、町の小中学校

１．議案の提出時期について
２．小中学校統廃合について
３．みどりの食料システム戦略について
４．水道水の安全性について
５．町の財政について

１．成年後見制度の普及啓発と権利擁護の推進
　　について
　（１）成年後見制度の相談件数と利用の現状
　　　　は
　（２）町民向けの講演会や出前講座を開催す
　　　　る考えは
　（３）相談から利用開始までを支える体制整
　　　　備は
２．ハザードマップ改訂の進捗について
３．町民の移動手段（デマンド交通）の確保に
　　ついて



❾ いちかわみさと議会だより

一
般
質
問

髙尾　 貫 議員
たかお とおる

孤立者・孤独者(死)を無くす対策は

見守る体制の整備と充実を図る
孤立対策を検討する

問

答

笠井 雄一 議員
かさい ゆういち

ケアラー、ヤングケアラーへの対応は

早期発見、早期支援など
迅速な対応に取り組んでいる

問

答

問　

自
家
用
車
を
利
用
で
き
な
い

方
の
対
応
は

町
長　

新
た
な
交
通
の
実
証
運
行

な
ど
を
行
い
、よ
り
利
用
し
や
す

い
交
通
手
段
を
調
査
、研
究
し
て

い
く
。

問　

高
齢
者
、障
害
者
、免
許
返
納

者
の
足
確
保
は

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
再

編
や
高
齢
者
、障
害
者
に
は
介
護

タ
ク
シ
ー
、移
動
支
援
事
業
者
の

利
用
を
考
え
て
い
る
。

問　

乗
車
券
・
定
期
券
な
ど
郵
便

局
で
委
託
販
売
で
き
な
い
か

町
長　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
の
ト

イ
カ
利
用
も
可
能
で
あ
る
が
、特

急
券
、定
期
券
の
販
売
は
先
進
地

事
例
な
ど
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　

ど
の
よ
う
な
策
が
検
討
・
計

画
さ
れ
て
い
る
の
か

町
長　

令
和
７
年
度
に
基
礎
調
査
、

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
高
齢
者

を
見
守
る
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図

る
取
り
組
み
と
孤
立
対
策
も
検
討

し
て
い
く
。

問　

基
本
的
考
え
方
と
第
３
次
総

合
計
画
の
連
動
性
は

町
長　

ど
ち
ら
の
計
画
も
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
と

し
、第
３
次
総
合
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
効
率
的
な
事
業

実
施
を
行
う
。

問　

各
組
の
再
編
成
な
ど
を
考
え

て
い
る
の
か

町
長　

再
編
は
町
が
決
め
る
も
の

で
は
な
い
。体
制
を
整
え
る
た
め

区
・
組
か
ら
の
要
請
に
よ
り
再
編

成
な
ど
に
は
対
応
す
る
。

問　

行
政
財
産
の
土
地
保
管
状
況

は町
長　

予
定
事
業
の
未
執
行
で
保

管
土
地
と
し
て
土
地
開
発
基
金
で

保
有
し
て
い
る
。

問　

早
期
に
処
分
し
て
は

町
長　

一
部
は
駐
車
場
で
利
用
し

て
お
り
、他
の
事
業
転
換
も
含
め

た
活
用
を
検
討
し
売
却
も
検
討
す

る
。

問
　
問
題
発
生
か
ら
今
日
ま
で
時

系
列
で
経
過
報
告
を

町
長　

昨
年
、交
通
制
限
は
解
除

し
た
が
、根
本
的
な
問
題
は
解
消
さ

れ
て
い
な
い
。個
人
情
報
を
含
ん
で

お
り
、開
示
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

る
。安
全
な
通
行
確
保
に
向
け
関
係

者
と
対
話
を
継
続
す
る
。

問
　
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か

町
長　

令
和
４
年
度
実
施
の
在
宅

介
護
実
態
調
査
で
は
介
護
を
理
由

に
過
去
１
年
の
間
に
仕
事
を
辞
め

た
家
族
や
親
族
は
、調
査
回
答
者

３
４
４
名
中
１９
名
、５
・
５
％
の
方

が
該
当
す
る
。

問
　
そ
の
対
応
に
つ
い
て

町
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
総
合
相
談
支
援
業
務
の
中
で
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
紹

介
し
支
援
し
て
い
る
。

問
　
進
学
、就
職
、結
婚
、出
産
な

ど
を
迎
え
将
来
、影
響
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
が
、そ
の
対
応
は

町
長　

地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
で
関

係
課
の
職
員
や
多
職
種
の
専
門
家

に
も
参
加
い
た
だ
き
、課
題
解
決
に

向
け
て
連
携
し
取
り
組
ん
で
行

く
。

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か

町
長　

町
独
自
の
実
態
調
査
は
実

施
し
て
い
な
い
が
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
限
ら
ず
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
る
世
帯
に
は
早
期
に
保
健
師

が
訪
問
し
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

問
　
地
方
自
治
体
で
も
誰
が
支
援

の
実
施
主
体
か
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
は

町
長　

町
は
支
援
体
制
が
整
っ
て

お
り
、要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
毎
年
１
回
行
っ
て
い
る
。

そ
ち
ら
と
連
携
し
、代
表
者
会
議
、

実
務
者
会
議
、個
別
ケ
ー
ス
検
討

会
議
に
も
、案
件
が
あ
る
時
は
紹

介
し
て
い
る
。

問
　
学
校
で
の
対
応
は

町
長　

保
健
師
に
よ
る
年
２
回
の

巡
回
訪
問
と
学
校
で
の
注
視
に
よ

り
、小
さ
な
変
化
も
報
告
い
た
だ

い
て
い
る
。民
生
委
員
、児
童
委

員
、主
任
児
童
委
員
の
皆
様
に
も

地
域
で
気
に
な
る
家
庭
を
注
視
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

２
．孤
立
者
・
孤
独
者
（
死
）
を
無

　

 

く
す
対
策
は

２
．孤
立
者
・
孤
独
者
（
死
）
を
無

　

 

く
す
対
策
は

３
．第
２
期
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

　

 

計
画
に
つ
い
て

３
．第
２
期
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

　

 

計
画
に
つ
い
て

１
．交
通
空
白
の
解
消
に
向
け
て

１
．交
通
空
白
の
解
消
に
向
け
て

４
．土
地
開
発
基
金
と
各
課
の
土
地

　
 
処
分
の
考
え
は

４
．土
地
開
発
基
金
と
各
課
の
土
地

　
 
処
分
の
考
え
は

１
．町
道
落
居
黒
沢
狩
山
田
線
一
部

　

 

道
路
区
域
の
最
終
結
果
に
つ
い
て

１
．町
道
落
居
黒
沢
狩
山
田
線
一
部

　

 

道
路
区
域
の
最
終
結
果
に
つ
い
て

２
．ケ
ア
ラ
ー
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　

 

の
実
態
と
対
応
は

２
．ケ
ア
ラ
ー
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　

 

の
実
態
と
対
応
は
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一
般
質
問

一瀬　 正 議員
いちのせ ただし

つむぎの湯の民間譲渡は

応募はなかった

問

答

依田 十造 議員
よだ じゅうぞう

公民館運営と地域コミュニティの在り方は

将来を見据えた公共施設の運営、
地域支援の在り方を研究していく

問

答

問
　
譲
渡
募
集
の
結
果
は

町
長
　
令
和
７
年
10
月
９
日
か
ら

11
月
21
日
に
か
け
最
低
価
格
１
億

５
５
０
０
万
円
で
公
募
し
た
が
応

募
が
な
か
っ
た
。続
い
て
、12
月
１

日
か
ら
翌
８
年
１
月
16
日
ま
で
価

格
を
設
定
せ
ず
に
再
公
募
し
た

が
、応
募
は
な
か
っ
た
。

問
　
今
後
の
方
針
は

町
長
　
令
和
７
年
度
末
で
休
止
す

る
が
、そ
の
後
も
施
設
譲
渡
に
向

け
た
取
り
組
み
は
継
続
す
る
。

問
　
中
央
通
り
一
方
通
行
解
除
は

町
長
　
円
滑
な
自
動
車
通
行
と
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
現
時
点

に
お
い
て
制
限
は
必
要
で
あ
る
。

問
　
北
線
・
文
教
通
り
の
拡
幅
工

事
の
中
止
を

町
長
　
町
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
県
と
協
力
し
て

進
め
る
。道
路
整
備
に
よ
っ
て
高

ま
る
移
動
の
安
全
性
や
利
便
性
を

地
域
の
賑
い
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。

問
　
高
齢
者
の
生
活
支
援
策
は

町
長
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

連
携
し
、多
様
、複
雑
化
す
る
生
活

課
題
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
、迅
速

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
町
活
性
化
の
た
め
の
支
援
は

町
長
　
移
住
、定
住
、子
育
て
支
援

策
を
中
心
に
据
え
、観
光
情
報
な

ど
も
掲
載
し
た
特
設
サ
イ
ト
を
４

月
か
ら
開
設
す
る
。町
の
魅
力
紹

介
や
認
知
度
向
上
の
た
め
動
画
配

信
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

問
　
野
外
焼
却
が
で
き
な
く
な
っ

た
が
、町
で
の
対
応
は

町
長
　
神
事
対
応
は
考
え
て
い
な

い
。地
域
ご
と
の
対
応
を
講
じ
て

も
ら
い
た
い
。

問
　
支
援
策
と
町
独
自
の
対
応
は

町
長
　
国
の
給
付
金
を
活
用
し
、

住
民
１
人
当
た
り
１
万
３
千
円
の

給
付
金
を
速
や
か
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。政
府
の
重
点
支

援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、町
独

自
の
支
援
策
も
講
じ
、町
民
生
活

へ
の
影
響
緩
和
に
努
め
る
。

問
　
地
区
公
民
館
の
運
営
費
と
管

理
費
と
は

町
長
　
運
営
費
は
事
業
の
運
営
や

活
動
に
要
す
る
経
費
、施
設
管
理

費
は
修
繕
費
や
光
熱
水
費
な
ど
日

常
的
経
費
で
あ
る
。実
施
事
業
や

活
動
内
容
が
異
な
る
た
め
、運
営

費
に
は
差
が
生
じ
て
い
る
。

問
　
公
民
館
使
用
料
の
妥
当
性
と

減
免
基
準
は

町
長
　
他
の
公
共
施
設
と
の
均
衡

を
踏
ま
え
、統
一
し
た
基
準
の
も

と
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、適
正
な

水
準
で
あ
る
と
考
え
る
。減
免
の

取
り
扱
い
は
、公
平
性
の
観
点
か

ら
基
準
の
整
理
、研
究
を
進
め
て

い
る
。

問
　
地
区
公
民
館
主
事
の
配
置
体

制
は

町
長
　
職
員
間
の
連
携
や
事
務
処

理
の
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、地
域

へ
出
向
き
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問
　
公
民
館
の
施
設
管
理
と
老
朽

化
対
策
は

町
長
　
点
検
や
修
繕
を
行
い
、施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

自
治
公
民
館
は
、修
繕
補
助
金
制

度
を
設
け
、施
設
維
持
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
公
民

館
の
あ
り
方
は

町
長
　
公
民
館
を
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、持
続
可
能

な
運
営
を
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
は
変
わ
ら
な
い
。公
民
館
活
動

の
主
役
は
地
域
住
民
で
あ
り
、活

動
の
積
み
重
ね
が
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
生
み
、地
域
の
活
力
向

上
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
区
公
民
館
の
将
来
像
と
具

体
的
な
整
備
計
画
は

町
長
　
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す

る
中
、今
後
も
同
じ
体
制
を
維
持

し
て
い
く
べ
き
か
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。地
域
を
更
に
盛
り
上
げ

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

多
様
な
形
で
の
関
わ
り
方
を
進
め

て
い
る
。

問
　
使
わ
れ
て
い
な
い
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
は

町
長
　
再
活
用
の
在
り
方
を
整
理

す
る
。

問
　
高
田
地
区
公
民
館
の
建
て
替

え
は

町
長
　
全
体
の
公
共
施
設
の
状
況

を
考
慮
し
研
究
し
て
い
く
。

１
．つ
む
ぎ
の
湯
に
つ
い
て

１
．つ
む
ぎ
の
湯
に
つ
い
て

２
．商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て

２
．商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て

３
．高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て

３
．高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て

６
．物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支

援
策
に
つ
い
て

６
．物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支

援
策
に
つ
い
て

４
．若
者
支
援
策
に
つ
い
て

４
．若
者
支
援
策
に
つ
い
て

５
．正
月
飾
り
の
処
分
に
つ
い
て

５
．正
月
飾
り
の
処
分
に
つ
い
て

１
．公
民
館
運
営
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

　

 

テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

１
．公
民
館
運
営
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

　

 

テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

老朽化が進む高田公民館



11 いちかわみさと議会だより

秋山 豊彦 議員
あきやま とよひこ

みたまの湯の総投資額と総収入は

投資額は約11億円、
収入は約９億円になる

問

答

一之瀬 滋輝 議員
いちのせ しげき

新たな町内交通の具体的内容は

コミュニティバス三珠線のエリアを対象に
オンデマンド交通を予定している

問

答

１
．地
域
公
共
交
通
計
画
の
推
進
に

　

 

つ
い
て

１
．地
域
公
共
交
通
計
画
の
推
進
に

　

 

つ
い
て

一
般
質
問

問　

宣
言
の
必
要
は
あ
っ
た
の
か

町
長　

宣
言
発
出
後
の
取
り
組
み

に
よ
り
、財
政
危
機
状
況
で
あ
っ

た
経
常
収
支
比
率
と
赤
字
体
質
は

改
善
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。

問　

令
和
６
年
度
の
経
常
収
支
比

率
94
・
２
％
は
正
し
い
の
か

町
長　

令
和
６
年
度
の
決
算
を
分

析
す
る
中
で
、ル
ー
ル
に
基
づ
き

算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、正
し
い
。

問　

町
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ
た
の
か

町
長　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ

め
、総
務
省
等
に
赴
き
、特
別
交
付

税
な
ど
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

問　

企
業
誘
致
の
成
果
は

町
長　

六
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
誘
致
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

企
業
進
出
の
申
出
を
受
け
た
。

問　

定
住
促
進
の
た
め
に
行
っ
た

施
策
と
そ
の
実
績
は

町
長　

若
者
定
住
促
進
住
宅
補
助

金
な
ど
の
住
宅
支
援
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
で
の
就
業
支
援
な

ど
を
行
い
、主
な
成
果
と
し
て
、令

和
３
年
度
以
降
の
住
宅
補
助
金
の

利
用
で
、１
２
８
世
帯
、４
４
３
名

が
移
住
定
住
し
て
い
る
。

問　

総
投
資
額
と
総
収
入
は

町
長　

平
成
15
年
か
ら
令
和
６
年

ま
で
で
、総
投
資
額
は
用
地
買
収

な
ど
の
合
計
で
約
11
億
円
、収
入

は
指
定
管
理
者
納
入
金
と
入
湯
税

の
合
計
で
約
９
億
円
に
な
る
。

問　

全
て
の
世
帯
に
個
別
受
信
機

を
設
置
す
る
考
え
は

町
長　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
の
連
携
を
対

応
し
て
お
り
、現
時
点
で
は
全
て

の
世
帯
に
戸
別
受
信
機
を
配
備
す

る
予
定
は
な
い
。

問　

赤
字
が
増
加
し
て
い
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

町
長　

赤
字
増
加
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
と
捉
え
、経
営
改
善
の
見

通
し
が
つ
か
な
い
場
合
、企
業
団

全
体
で
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
検

討
す
る
よ
う
申
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。

（
１
）現
在
の
進
捗
状
況
と
令
和
８

年
度
の
予
定
に
つ
い
て

問　

現
在
の
計
画
進
捗
状
況
は

町
長　

令
和
７
年
度
に
計
画
素
案

の
検
討
を
行
い
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、令
和
７
年
12
月

に
開
催
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通
会

議
で
承
認
さ
れ
た
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
の

具
体
的
内
容
は

町
長　

ル
ー
ト
の
延
伸
、一
部
の

減
便
及
び
運
行
時
間
を
午
前
中
に

集
約
し
、買
物
や
通
院
の
際
に
往

復
利
用
が
し
や
す
く
再
編
す
る
。

（
２
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
六
郷
線

の
延
伸
に
つ
い
て

問　

一
日
一
往
復
と
し
た
理
由
は

町
長　

従
来
の
目
的
で
あ
る
、Ｊ

Ｒ
鰍
沢
口
駅
の
始
発
及
び
終
点
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
に
極

力
影
響
が
な
い
よ
う
設
定
し
た
。

問　

増
便
の
考
え
は
あ
る
の
か

町
長　

増
便
や
新
た
な
交
通
の
導

入
な
ど
、今
後
検
討
を
し
て
い
く
。

（
１
）市
川
三
郷
町
健
康
革
命
事
業

に
つ
い
て

問　

事
業
の
目
的
と
具
体
的
な
内

容
は

町
長　

目
的
は
、町
民
の
皆
様
が

自
立
し
て
健
康
で
い
ら
れ
る
期
間

の
延
伸
。取
り
組
み
と
し
て
は
、

食
・
運
動
・
こ
こ
ろ
を
柱
と
し
て
、

健
康
革
命
を
推
進
す
る
。

問　

事
業
の
効
果
検
証
方
法
は

町
長　

生
活
習
慣
病
に
関
す
る

デ
ー
タ
や
、集
団
健
診
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、ま
た
、国
民
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
、

要
介
護
認
定
率
な
ど
、年
度
ご
と
に

基
準
と
な
る
数
値
で
検
証
す
る
。

（
２
）ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
対
応
に
つ
い
て

問　

利
用
者
へ
の
代
替
措
置
は

町
長　

他
の
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
の
で
慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、現
状
で
は
代
替
措
置
を

考
え
て
い
な
い
。

問　

Ｔ
Ｇ
Ｓ
キ
ー
使
用
料
の
返
還

は町
長　

Ｔ
Ｇ
Ｓ
キ
ー
は
販
売
し
て

い
る
も
の
を
必
要
に
応
じ
て
購
入

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

返
金
は
想
定
し
て
い
な
い
。指
摘

が
あ
っ
た
こ
と
は
真
摯
に
考
え
、

担
当
課
と
し
っ
か
り
と
協
議
し

て
、他
の
公
共
施
設
も
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
、整
合
性
の
あ
る
方
向

で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．財
源
確
保
に
つ
い
て

２
．財
源
確
保
に
つ
い
て

１
．財
政
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い

　

 

て
１
．財
政
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い

　

 

て

５
．峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
赤
字

　

 

補
填
に
つ
い
て

５
．峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
赤
字

　

 

補
填
に
つ
い
て

４
．防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

４
．防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

３
．み
た
ま
の
湯
の
納
入
金
に
つ
い
て

３
．み
た
ま
の
湯
の
納
入
金
に
つ
い
て

２
．町
民
の
健
康
長
寿
の
推
進
に

　
 

つ
い
て

２
．町
民
の
健
康
長
寿
の
推
進
に

　
 

つ
い
て



12令和8年5月1日 発行　第83号

一
般
質
問

諏訪 桂一 議員
すわ けいいち

ぼたん園の維持管理は

以前の姿に戻そうと取り組んでいる

問

答

新津 千吉 議員
にいつ せんきち

「つむぎの湯」利用者の声を無視した閉鎖では

有効利用を検討したが更新費用が
増大するので最適化する

問

答

問
　「
笑
っ
て
コ
ラ
え
て
」放
送
後

の
反
響
は

町
長　

町
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数

が
通
常
の
６
倍
程
度
に
な
っ
た
。

問
　
案
内
板
等
の
整
備
予
定
は

町
長　

誘
客
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
今
後
研
究
し
て
い
く
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
は

町
長　

三
珠
町
時
代
の
広
報
紙
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
一
般
公

開
等
を
研
究
し
て
い
く
。

問
　
ぼ
た
ん
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
は

町
長　

ぼ
た
ん
園
の
再
生
に
向
け

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。夜
間

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、ぼ
た
ん
園

の
状
況
を
見
な
が
ら
来
年
以
降
の

実
施
に
つ
い
て
、可
否
を
検
討
し

て
い
く
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
は
誘

客
に
必
要
な
手
段
で
あ
り
、引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
ぼ
た
ん
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
は

町
長　

導
入
の
可
否
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

問
　
資
料
館
展
示
内
容
の
更
新
は

町
長　
「
團
十
郎
家
ゆ
か
り
の
品

の
貸
与
」な
ど
に
つ
い
て
、團
十
郎

丈
と
の
協
議
項
目
の
一
つ
と
し
て

い
る
。

問
　
線
香
花
火「
歌
舞
伎
ぼ
た
ん
」

の
活
用
は

町
長　

研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
複
数
施
設
の
連
携
は

町
長　

産
業
振
興
課
観
光
係
が
中

心
と
な
り
町
内
の
観
光
関
係
者
と

連
携
を
目
指
し
た
話
し
合
い
を
始

め
て
い
る
。発
展
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　「
み
さ
と
学
」と
の
連
携
は

教
育
長
　
上
野
小
学
校
５
年
生
は
、

市
川
團
十
郎
と
本
町
と
の
関
係
に
興

味
を
持
ち
、自
ら
の
地
域
を
知
り
、探

究
す
る
学
び
で
の
成
果
を
発
表
し

た
。今
後
も
、歌
舞
伎
文
化
や
本
町
と

の
繋
が
り
に
つ
い
て
の
探
究
が
推
進

さ
れ
る
よ
う
、み
さ
と
学
研
究
委
員

会
な
ど
で
取
り
上
げ
、ふ
る
さ
と
に

愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
学
習
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
新
し
い
人
の
流
れ
の
構
築
は

町
長　

團
十
郎
丈
と
の
協
議
項
目

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
が
、協
議

は
動
き
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
を
通
す
た

め
、慎
重
に
進
め
た
い
。

問
　
存
続
す
る
施
設
と
統
廃
合
す

る
施
設
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
老
朽

化
が
進
み
、維
持
・
更
新
費
用
の
増

大
が
見
込
ま
れ
る
中
、将
来
に

渡
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・

向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、施
設
保

有
量
の
最
適
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。民
間
及
び
近
隣
に
同
様
の
施

設
が
存
在
す
る
場
合
、個
々
の
施

設
の
方
向
性
を
検
討
し
、継
続
か

転
換
か
を
決
め
て
い
る
。

問
　
行
政
努
力
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
は

町
長　

県
内
の
温
泉
事
業
者
に
は

事
情
説
明
を
行
っ
た
。ま
た
、県
外

企
業
へ
の
案
内
や
打
診
も
し
て
お

り
、つ
む
ぎ
の
湯
ま
で
来
て
く
れ

た
企
業
も
あ
っ
た
。民
間
委
譲
と

い
う
方
針
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、

応
札
関
係
と
な
る
企
業
と
の
個
人

的
な
接
点
を
避
け
る
た
め
、担
当

課
の
対
応
と
し
て
い
る
。

問
　
民
間
が
出
来
な
い
事
業
を
行

政
が
行
う
意
味
は

町
長　

町
民
の
命
と
生
活
に
関
す

る
事
業
は
税
金
を
投
入
し
て
で
も

運
営
す
べ
き
だ
が
、民
間
事
業
者

が
事
業
運
営
し
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
は
、民
間
に
お
願
い
し
た
い
。

問
　
障
害
物
撤
去
に
つ
い
て
町
の

対
応
は

町
長　

交
通
制
限
の
解
除
に
は

至
っ
た
が
根
本
的
な
問
題
は
解
消

さ
れ
て
お
ら
ず
、安
全
な
通
行
確

保
に
向
け
可
能
な
限
り
関
係
者
と

対
話
を
継
続
す
る
。

問
　
和
解
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

結
果
は

町
長　

令
和
８
年
２
月
19
日
の
口

頭
弁
論
で
裁
判
所
の
提
案
し
た
和

解
案
を
双
方
が
受
け
入
れ
る
方
向

で
進
ん
で
い
る
。成
立
後
は
、臨
時

議
会
を
開
催
し
、議
決
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。

問
　
い
じ
め
に
つ
い
て
の
把
握
は

教
育
長
　
令
和
６
年
度
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、本
人
ま

た
は
保
護
者
か
ら
の
訴
え
に
よ
り

い
じ
め
が
発
見
さ
れ
た
事
例
は
５

件
あ
っ
た
。

１
．観
光
振
興
に
つ
い
て

１
．観
光
振
興
に
つ
い
て

みさと学の成果（上野小5年）

１
．つ
む
ぎ
の
湯
閉
鎖
に
つ
い
て

１
．つ
む
ぎ
の
湯
閉
鎖
に
つ
い
て

２
．黒
沢
狩
山
田
線
の
閉
鎖
解
除
後

　

 

に
つ
い
て

２
．黒
沢
狩
山
田
線
の
閉
鎖
解
除
後

　

 

に
つ
い
て

３
．前
町
長
等
に
対
す
る
損
害
賠

　

 

償
の
経
過
に
つ
い
て

３
．前
町
長
等
に
対
す
る
損
害
賠

　

 

償
の
経
過
に
つ
い
て

４
．児
童
生
徒
の
い
じ
め
問
題
に

　

 

つ
い
て

４
．児
童
生
徒
の
い
じ
め
問
題
に

　

 

つ
い
て



13 いちかわみさと議会だより

一
般
質
問

一瀬 広朗 議員
いちのせ ひろあき

宣言解除の根拠と今後は

赤字体質が改善してきたので
計画的に事業を推進する

問

答

齋藤 美佐 議員
さいとう みさ

町民の移動手段（デマンド交通）の確保は

誰もが安心して住み続けられる
交通網を構築する。

問

答

問
　
全
て
の
議
案
を
質
問
通
告
前

に
議
員
に
提
出
し
て
頂
き
た
い
が

町
長　

議
案
を
一
般
質
問
の
通
告

前
に
提
出
す
る
必
要
は
な
い
と
理

解
し
て
い
る
。

問
　
住
民
説
明
会
の
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
が
計
画
は
進
め
る
か

町
長　

特
段
の
反
対
意
見
が
な

か
っ
た
の
で
、本
計
画
は
ご
理
解

頂
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
有
機
農
業
の
推
進
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
拡
大
に
つ
い

て
の
考
え
は

答
　
地
域
農
業
の
実
情
や
農
業
者

の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、国
及
び

山
梨
県
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が

ら
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
水
道
用
資
機
材
、薬
品
か
ら

の
溶
出
や
付
加
の
検
討
は
、十
分

に
行
わ
れ
て
い
る
か

町
長　

保
証
さ
れ
た
製
品
を
使
用

し
、水
質
へ
の
影
響
や
耐
圧
性
、耐

食
性
、水
密
性
等
、ハ
ー
ド
面
の
安

全
性
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問
　
財
政
非
常
事
態
宣
言
の
解
除

に
至
っ
た
具
体
的
な
根
拠
と
、今

後
の
見
通
し
や
配
慮
点
は

町
長　

２
年
連
続
し
て
経
常
収
支

比
率
と
赤
字
体
質
の
改
善
傾
向
が

顕
著
に
な
っ
て
き
た
た
め
。今
後

は
、負
担
の
平
準
化
を
目
途
に
、年

度
が
重
な
ら
な
い
よ
う
計
画
し
て

い
く
こ
と
、交
付
税
や
補
助
金
等

も
可
能
な
限
り
確
保
し
て
財
政
的

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
、ま
た
各

年
度
の
起
債
額
も
限
度
額
を
設
定

し
て
能
動
的
な
財
政
運
用
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
等
を
網
羅
し
た
中

長
期
的
視
点
の
下
で
予
算
編
成
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
公
的
に
は
５
年
連
続
赤
字
で

は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

財
政
課
長
　
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、町
独
自
の
指
標
を
つ
く
り

５
年
連
続
赤
字
と
説
明
し
た
。

問　

財
政
非
常
事
態
宣
言
発
出
時

と
解
除
時
で
根
拠
を
変
え
た
の
は

財
政
課
長
　
同
じ
指
標
を
根
拠
に

し
た
方
が
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。９
月
議
会
に
は
し
っ
か
り
と

し
た
数
字
で
示
せ
る
と
思
う
。

問
　
成
年
後
見
制
度
の
相
談
件
数

と
利
用
の
現
状
は

町
長　

相
談
件
数
は
年
間
15
件
程

度
で
、町
民
の
利
用
件
数
は
、令
和

６
年
度
が
15
件
、令
和
７
年
度
が

９
月
末
時
点
で
14
件
。財
産
等
の

管
理
や
手
続
が
必
要
な
た
め
、制

度
を
利
用
し
た
い
と
い
う
家
族
か

ら
の
相
談
が
多
い
。

問
　
町
民
向
け
の
講
演
会
や
出
前

講
座
を
開
催
す
る
考
え
は

町
長　

本
年
度
末
ま
で
に
権
利
擁

護
支
援
の
司
令
塔
機
能
を
担
う
中

核
機
関
を
設
置
し
、来
年
度
か
ら

介
護
課
、福
祉
課
、社
会
福
祉
協
議

会
で
協
力
し
て
業
務
を
推
進
す
る

体
制
を
構
築
す
る
。説
明
会
等
に

よ
る
広
報
機
能
を
活
用
し
、今
後
、

住
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
、講

演
会
の
開
催
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

問
　
相
談
か
ら
利
用
開
始
ま
で
を

支
え
る
体
制
整
備
は

町
長　

本
町
で
は
、認
知
症
の
方

を
介
護
課
で
、知
的
障
害
、ま
た
精

神
障
害
の
方
を
福
祉
課
で
担
当

し
、支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問
　
町
の
進
捗
状
況
は

町
長　

県
指
定
中
小
河
川
の
新
た

な
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

険
箇
所
、新
た
な
防
災
気
象
情
報
、

避
難
所
の
情
報
等
を
更
新
し
た
町

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
た
め
、来
年
度
当
初
予
算
の
中

に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問
　
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は

町
長　

令
和
８
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
市
川
三
郷
町
地
域
公
共
交
通

計
画
に
基
づ
き
、既
存
路
線
の
再

編
や
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
を
検
討
す
る
。来
年
度
当
初
予

算
に
、公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業

を
計
上
し
た
。令
和
８
年
10
月
を

目
途
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
三
珠

線
の
エ
リ
ア
を
対
象
に
デ
マ
ン
ド

交
通
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
持
続
可
能
な
交
通
網
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

３
．み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
つ
い
て

３
．み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
つ
い
て

１
．議
案
の
提
出
時
期
に
つ
い
て

１
．議
案
の
提
出
時
期
に
つ
い
て

２
．小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

２
．小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

５
．町
の
財
政
に
つ
い
て

５
．町
の
財
政
に
つ
い
て

４
．水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

４
．水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

１
．成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発

と
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て

１
．成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発

と
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て

２
．ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
の
進
捗

に
つ
い
て

２
．ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
の
進
捗

に
つ
い
て

３
． 町
民
の
移
動
手
段
（
デ
マ
ン
ド

交
通
）の
確
保
に
つ
い
て

３
． 町
民
の
移
動
手
段
（
デ
マ
ン
ド

交
通
）の
確
保
に
つ
い
て



に
基
づ
く
適
正
な
予
算
執
行
を
行
う
責
務
が
あ

る
た
め
賛
成
す
る
。

　
【
反
対
討
論
】　
一
瀬
　
正

　
物
価
高
騰
が
続
き
、
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
は

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
り
、
高
齢
者
い
じ
め
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
制
度
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
反
対
す
る
。

　
【
賛
成
討
論
】　
丹
澤
　
孝

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
国
の
法
律
に
基
づ

き
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
す
る
制

度
で
あ
る
。
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
住
民
の

医
療
を
守
る
た
め
賛
成
す
る
。　

　
【
賛
成
討
論
】　
一
瀬
広
朗

　
介
護
や
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
の
課
題
は
多
い

が
、
予
算
が
成
立
し
な
い
と
も
っ
と
苦
し
め
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

に
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責
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め
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成
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、
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齢
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齢
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制
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き
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あ
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と
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す
る
。

　
【
賛
成
討
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丹
澤
　
孝

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
国
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法
律
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基
づ

き
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
す
る
制

度
で
あ
る
。
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
住
民
の

医
療
を
守
る
た
め
賛
成
す
る
。　

　
【
賛
成
討
論
】　
一
瀬
広
朗

　
介
護
や
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
の
課
題
は
多
い

が
、
予
算
が
成
立
し
な
い
と
も
っ
と
苦
し
め
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

り
組
み
や
支
援
の
見
え
な
い
予
算
に
反
対
す
る
。

　
【
賛
成
討
論
】　
諏
訪
桂
一

　

つ
む
ぎ
の
湯
お
よ
び
ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
休
止
は
、
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り

せ
ず
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
足
が

か
り
で
あ
る
。
当
初
予
算
は
、
町
民
の
生
命
と

暮
ら
し
を
守
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
で
あ
り
、

一
刻
の
停
滞
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
賛
成

す
る
。

　
【
反
対
討
論
】　
一
瀬
　
正

　
介
護
保
険
制
度
は
、
滞
納
者
の
多
く
を
占
め
る

低
所
得
者
に
と
っ
て
深
刻
な
事
態
を
招
い
て
お

り
、
高
齢
者
を
苦
し
め
る
制
度
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
【
賛
成
討
論
】　
依
田
十
造

　
制
度
へ
の
賛
否
や
国
の
政
策
へ
の
評
価
は
、
国

政
の
場
で
論
議
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
町

と
し
て
は
住
民
福
祉
の
確
保
を
最
優
先
と
し
、
法

り
組
み
や
支
援
の
見
え
な
い
予
算
に
反
対
す
る
。

　
【
賛
成
討
論
】　
諏
訪
桂
一

　

つ
む
ぎ
の
湯
お
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ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
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止
は
、
将
来
世
代
に
負
担
を
先
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せ
ず
、
新
た
な
一
歩
を
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み
出
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め
の
足
が
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る
。
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初
予
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は
、
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と
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で
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り
、
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刻
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停
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な
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と
か
ら
、
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す
る
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【
反
対
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一
瀬
　
正

　
介
護
保
険
制
度
は
、
滞
納
者
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多
く
を
占
め
る

低
所
得
者
に
と
っ
て
深
刻
な
事
態
を
招
い
て
お

り
、
高
齢
者
を
苦
し
め
る
制
度
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
【
賛
成
討
論
】　
依
田
十
造

　
制
度
へ
の
賛
否
や
国
の
政
策
へ
の
評
価
は
、
国

政
の
場
で
論
議
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
町

と
し
て
は
住
民
福
祉
の
確
保
を
最
優
先
と
し
、
法

　
【
反
対
討
論
】　
一
瀬
　
正

　
地
区
公
民
館
使
用
料
は
減
額
す
べ
き
で
あ
り
、

つ
む
ぎ
の
湯
は
休
止
な
ら
ば
使
用
料
を
予
算
計

上
す
べ
き
。
ま
た
、
伝
統
と
文
化
を
守
る
た
め
、

製
紙
試
験
場
の
解
体
に
は
納
得
で
き
ず
、
反
対

す
る
。

　
【
反
対
討
論
】　
新
津
千
吉

　
つ
む
ぎ
の
湯
は
後
継
先
を
探
し
、
引
き
継
ぎ
を

終
わ
ら
せ
て
か
ら
民
間
運
営
に
移
行
す
る
こ
と

が
誠
実
な
対
応
で
あ
り
、
休
止
を
前
提
と
し
た

予
算
に
反
対
す
る
。

　
【
反
対
討
論
】　
笠
井
雄
一

　

つ
む
ぎ
の
湯
や
ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
町
民
の
健
康
や
交
流
に
寄
与
す
る
施
設
で

あ
り
、
休
止
と
す
る
予
算
に
は
反
対
す
る
。

　
【
反
対
討
論
】　
一
瀬
広
朗

　
予
算
で
休
止
措
置
と
し
た
施
設
は
町
民
に
と
っ

て
大
切
な
施
設
で
あ
り
、
各
施
設
の
復
活
へ
の
取
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反
対
討
論
】　
一
瀬
　
正

　
地
区
公
民
館
使
用
料
は
減
額
す
べ
き
で
あ
り
、

つ
む
ぎ
の
湯
は
休
止
な
ら
ば
使
用
料
を
予
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上
す
べ
き
。
ま
た
、
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と
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化
を
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め
、
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の
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に
は
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で
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ず
、
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。
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の
湯
は
後
継
先
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し
、
引
き
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せ
て
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間
運
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に
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こ
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で
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り
、
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提
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る
。
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ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
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ン
タ
ー

は
、
町
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の
健
康
や
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に
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与
す
る
施
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で
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、
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と
す
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予
算
に
は
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対
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。
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対
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】　
一
瀬
広
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算
で
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措
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と
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審議結果 第１回定例会（3月3日～13日）審議結果 第１回定例会（3月3日～13日）

■条例の制定・改正・廃止（１２件）■条例の制定・改正・廃止（１２件） 結果結果

自転車等の放置の防止に関する条例制定

犯罪被害者等支援条例制定

子ども・子育て支援条例制定

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定

職員給与条例中改正

火入れに関する条例中改正

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例中改正

コミュニティバス設置及び管理条例中改正

行政手続条例中改正

地場産業会館設置及び管理条例中改正

三珠総合福祉センターの設置及び管理に関する条例の廃止

下九一色生活改善センター設置及び管理に関する条例の廃止

自転車等の放置の防止に関する条例制定

犯罪被害者等支援条例制定

子ども・子育て支援条例制定

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定

職員給与条例中改正

火入れに関する条例中改正

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例中改正

コミュニティバス設置及び管理条例中改正

行政手続条例中改正

地場産業会館設置及び管理条例中改正

三珠総合福祉センターの設置及び管理に関する条例の廃止

下九一色生活改善センター設置及び管理に関する条例の廃止

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
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可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
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全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致
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全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

■令和７年度補正予算（１０件）■令和７年度補正予算（１０件）

一般会計補正予算（第１０号）

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算（第２号）

温泉事業特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

峡南地域教育支援センター共同設置特別会計補正予算（第１号）

簡易水道事業会計補正予算（第３号）

公共下水道事業会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算（第１０号）

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算（第２号）

温泉事業特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

峡南地域教育支援センター共同設置特別会計補正予算（第１号）

簡易水道事業会計補正予算（第３号）

公共下水道事業会計補正予算（第４号）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

結果結果

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

■令和8年度当初予算（１６件）■令和8年度当初予算（１６件）
一般会計予算

国民健康保険特別会計予算

介護保険特別会計予算

介護サービス事業特別会計予算

温泉事業特別会計予算

恩賜県有財産保護管理事業特別会計予算

市川財産区特別会計予算

高田財産区特別会計予算

大同財産区特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

峡南地域教育支援センター共同設置特別会計予算

上水道事業会計予算

簡易水道事業会計予算

公共下水道事業会計予算

農業集落排水事業会計予算

戸別浄化槽整備推進事業会計予算

一般会計予算

国民健康保険特別会計予算

介護保険特別会計予算

介護サービス事業特別会計予算

温泉事業特別会計予算

恩賜県有財産保護管理事業特別会計予算

市川財産区特別会計予算

高田財産区特別会計予算

大同財産区特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

峡南地域教育支援センター共同設置特別会計予算

上水道事業会計予算

簡易水道事業会計予算

公共下水道事業会計予算

農業集落排水事業会計予算

戸別浄化槽整備推進事業会計予算

結果結果
賛成多数

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

結果結果■その他（２件）■その他（２件）
峡南医療センター企業団規約の変更に関する協議

峡南衛生組合規約の変更に関する協議

峡南医療センター企業団規約の変更に関する協議

峡南衛生組合規約の変更に関する協議

可決

可決

可決

可決

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

■
一
般
会
計
予
算
↓
可
決

■
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
↓
可
決

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算
↓
可
決

一般会計予算一般会計予算

介護保険特別会
計予算
介護保険特別会
計予算

後期高齢者医療
特別会計予算
後期高齢者医療
特別会計予算

○：賛成
×：反対
○：賛成
×：反対

×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ××

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ××

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ××
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正

採決1

採決2

採決3

討　論討　論

採決結果採決結果
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15 いちかわみさと議会だより

令和7年度令和7年度
（第７号～第10号）（第７号～第10号）補正予算補正予算

令和7年度補正予算  第7号～第9号は第1回臨時会、第10号は第1回定例会に上程されました。第7号、第8号の専決処
分は全会一致で承認、第9号は賛成多数により可決、第10号は全回一致で可決となりました。第9号の討論と採決結果に
ついては３ページをご覧ください。

補正額補正額
7号
8号
9号
10号

7号
8号
9号
10号

7508万円
1698万円

2億1226万円
▲2億7268万円

7508万円
1698万円

2億1226万円
▲2億7268万円

第1回　臨時会第1回　臨時会

〈補正の主な内容〉〈補正の主な内容〉

〔第8号〕〔第8号〕

■衆議院議員選挙費■衆議院議員選挙費 1698万円1698万円

1698万円の増額1698万円の増額 98億5557万円98億5557万円補正後の補正後の予算総額予算総額

〈主な財源〉国庫支出金（1227万円）　財政調整基金（472万円）

〈補正の主な内容〉〈補正の主な内容〉

〔第9号〕〔第9号〕

■町民生活応援特別給付金（町民１人当たり13,000円を給付）
■介護・福祉施設等物価高騰支援給付金
■医療機関等物価高騰支援給付金
■保育施設等物価高騰支援給付金
■ツキノワグマ緊急銃猟等経費
■ふるさと納税報償費

■町民生活応援特別給付金（町民１人当たり13,000円を給付）
■介護・福祉施設等物価高騰支援給付金
■医療機関等物価高騰支援給付金
■保育施設等物価高騰支援給付金
■ツキノワグマ緊急銃猟等経費
■ふるさと納税報償費

1億9270万円
250万円
130万円
50万円
166万円
1360万円

1億9270万円
250万円
130万円
50万円
166万円
1360万円

2億1226万円の増額2億1226万円の増額 100億6783万円100億6783万円補正後の補正後の予算総額予算総額

〈主な財源〉国庫支出金（2億 653万円）　県支出金（135万円）　ふるさと納税寄付金（3000万円）

〈補正の主な内容〉〈補正の主な内容〉

〔第７号〕〔第７号〕

■物価高対応子育て応援手当（国が18才未満の児童に１人当たり20,000円を給付）
■山梨物価高対応子育て応援特別給付金（県が18才未満の児童に１人当たり20,000円を給付）
■物価高対応子育て応援手当（国が18才未満の児童に１人当たり20,000円を給付）
■山梨物価高対応子育て応援特別給付金（県が18才未満の児童に１人当たり20,000円を給付）

3908万円
3600万円
3908万円
3600万円

7508万円の増額7508万円の増額 98億3859万円98億3859万円補正後の補正後の予算総額予算総額

〈主な財源〉国庫支出金（3908万円）　県支出金（3600万円）

第1回　定例会第1回　定例会

〈補正の主な内容〉〈補正の主な内容〉

〔第10号〕〔第10号〕

■農業土木費負担金（用排水施設等整備事業負担金等）
■土木費工事請負費（南通り線側溝改修工事・三珠中学校通り線道路改良工事）
■事業内容の確定による当初予算からの減額等

■農業土木費負担金（用排水施設等整備事業負担金等）
■土木費工事請負費（南通り線側溝改修工事・三珠中学校通り線道路改良工事）
■事業内容の確定による当初予算からの減額等

7928万円
6400万円

▲4億1596万円

7928万円
6400万円

▲4億1596万円

2億7268万円の減額2億7268万円の減額 97億9515万円97億9515万円補正後の補正後の予算総額予算総額

〈主な財源〉地方交付税（1億6230万円）　財産収入（714万円）　寄付金（216万円）　町債（7470万円）

※万円未満で四捨五入した後で計算しているため、計算が合わないように見える部分があります。



借金整理で財産を失った経験から、経済

的弱者である小作農への同情と社会正義

への関心を深め、東京専門学校（現・早

稲田大学）に進学し法律を学びます。

　また、徳冨蘆花、江渡狄嶺、木下尚江、

田中正造といった当時の思想家・社会運

動家たちと深い親交を結び、その思想を

磨きました。

　明治35年に帰郷後、彼は自身の財産

を顧みず、農民の自立のために奔走しま

した。

＊上野村信用組合：零細農民に低利で資

金を貸し出す相互扶助組織。

＊平民学校：人格向上と農業教育を行う

24時間体制の私塾。

＊上野村小作組合：卑屈な奴隷根性から

の脱却と、精神的・経済的自立を目的と

した組織。

　上野村の助役を務めた際も、その生活

は徹底して謙虚でした。村人に会った際、

帽子を取る手間を省いて失礼のないよう

にと、常に無帽で過ごしました。また、

　丹沢正作は、明治9

年（1876年）3月22

日、西八代郡上野村

の地主の家に三男と

して生まれました。父

は初代村会議長を務

めた地域の有力者で

した。幼少期から柔和で温和な性格であ

り、父から受け継いだ「他人のために尽

くす」という強い信念を持っていました。

　隣村の市川大門村はキリスト教布教の

盛んな地でした。熱心な信徒であった次

兄・芳次郎の影響もありましたが、真の

回心は「偶然」でした。正作21歳の時、

友人との待ち合わせ中にたまたま耳にし

た聖句に大きな衝撃を受け、明治31年に

洗礼を受けました。この信仰が、単なる

一介の農民であった彼を、後に「山の先

生」と呼ばれる社会貢献者へと突き動か

す原動力となりました。

実家の土地をめぐる敗訴事件や、長兄の
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編
集

記
後

愛と正義の実践者
あい せいぎ じっせんしゃ

た ん ざ わ し ょ う さ く

山の先生・丹沢正作
1.出生と背景

4.村人たちのための実践活動

5.公人としての姿

丹沢正作の肖像

「山の先生の碑」と「山の家・修道庵（復元）」
上野本村地区の住民により定期的に清掃作業が行われている

2.信仰への転機

3.社会主義への接近と学び

報酬は自分の食べる分だけの米でよいと

し、身なりを気にせずボロボロの服で県

庁を訪れ、守衛に止められたという逸話

も残っています。

　日露戦争に際しては、地域社会の中で

孤立することを恐れず、キリスト教的良心

から一貫して戦争反対を唱えました。また、

役場を辞めた後は、月給３円という極貧生

活の中で各地を歩いて伝道しました。

　大正15年（1926年）7月16日、胃癌

のため「山の家（修道庵）」にて永眠（享

年50）。死の間際、親友や牧師に見守ら

れながら「これで安気した」という言葉

を残しました。これは、生命をかけた伝

道と奉仕の義務を果たし終えた、満足感

の表れであったと言えます。

6.非戦論と伝道の晩年

７.最期

（
記
　
一
瀬 

広
朗
　  

）
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会
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報
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集
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委
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輝
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十
　
造

　

令
和
八
年
三
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
八
年
度
当
初
予
算
等
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
五
年
か
ら
続
い
た
財
政
非
常
事

態
宣
言
は
三
月
末
を
も
っ
て
解
除
さ
れ
、

市
川
三
郷
町
の
新
た
な
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
繋
ぐ

こ
と
は
、
私
た
ち
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
新
緑
の
ま
ぶ
し
い
生
命
力
あ
ふ
れ
る

五
月
の
風
を
追
い
風
に
、
町
の
発
展
、

町
民
の
皆
様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
幸
せ
、

こ
ど
も
た
ち
の
満
開
の
笑
顔
の
た
め
、

議
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
は
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
声
を
も
と
に
、
改
善
・
改
良
に

努
め
て
い
ま
す
。

　「
議
会
広
報
見
て
い
る
よ
」
と
い
う

嬉
し
い
声
も
あ
り
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

編
集
委
員
一
同
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ちいき みが いっかん

けいざい ほうしゅう

てき けん
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さ い ご

ばんねん

すがた

てってい けんきょ

ぼ う し

となりむら れいさい しゅどうあん えいみん きょう

さか そ う ご ねん ま ぎ わふじょじ

よ つ

けい

えし ん

せ い く

せんれい

こうけんしゃ

はいそ ちょうけい む ぼ う

うご

いっかい

しょうげき だっきゃく

ぐうぜん しじゅく

ひ く つ ほ う しどれいこんじょう
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う つ つ ききょう

かえり ほんそう

しゅっしょう はいけい




